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(2)　点 D は辺 AB を 1：3 に内分するから

　　　　　FD=
+3FA FB

+1 3
=

ウ3
エ4
p+

オ1
カ4
q　…… ②

(3)　s，t をそれぞれ FD=sr，FE=tp を満たす実数とする。
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　よって　　　q=キク-3p+ケ4sr　…… ③

　点 E は辺 BC を a：01 1-a  に内分するから　　　FE=01 1-a q+ar 

　また，FE=tp であるから　　　01 1-a q+ar=tp
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　p'0，r'0，pTr であるから，③，④ より
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　したがって　　　s=
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，t=タチ-30 1-1 a

(4)　 AB = BE ， p =1 のとき，① により
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　t=-30 1-1 a  であるから　　　　　　　　 
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　整理すると　　　203a 1-4 p･q=03a 1-2 03a 1-4

　0<a<1 より，3a-4'0 であるから　　　　p･q=
-トナ3a ニ2
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